
を している
これを書いている時点で したリポジトリは になっていた

概要
年 ⽉ ⽇から 運⽤
互換
もブリッジも 未使⽤
チャレンジ・レスポンス⽅式
チャレンジできるのは のみ



を⽴てるハードウェア要件はけっこう⾼い
承認されないと参加できなさそう

であるが、 なのか なのかドキュメントにない
実装が を している。

と のハイブリッド⽅式で、 で証明データを作成した後、
その証明データの正しさを で証明する。
ユーザは検証できなさそう

ユーザが アドレス マルチシグ に送⾦
シーケンサーが トランザクションに対するコミットメントを⽣成

バッチの⼀部として資産を反映

ユーザが 上で トランザクションを⽣成
と により の状態整合性を 上で確認

チャレンジ期間を経て問題なければ のユーザに返却
オンチェーン確認は を参照して⾏う

層は
を してノードを作っているが、 を想定しているのでブリッ

ジも 層も⾃分でやったんだろう。


